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報告

令和８年度の教育課程を検討していくにあたり、委員より意
見をいただくことで有意義な会議となった。

会議終了後2週間以内に電子メールにて教育委員会指導課 ( sidou-ky@narashino.lg.jp ) に提出する。

協議結果・意見の概要等

会長欠席のため副会長が挨拶を行った。

（１）令和７年度　第２回学校運営協議会議事録について教頭より報告した。質
疑無し。
（２）令和７年度　第１回～第7回パートナー会議議事録について教頭より報告し
た。委員より9月に行った秋津小防災の日についての感想が述べられた。
（３）２学期いじめアンケート結果について教頭より報告した。委員よりいじめの
内容についての質問があり教頭が回答した。委員より統計的な資料も大事だ
が、いじめ１件１件について学校がどのような対応を取ったのかがわかるとよい
との意見をいただいた。
（４）秋津小学校令和７年度実践紹介を教頭より行った。質疑無し。

「学校関係者評価の実施と教育活動の改善」について
○学校関係者評価の実施について教頭より説明した。質疑無し。
○学校評価自己評価（児童）集計結果から
委員：前年度と比較して数値の上がった、下がったで済ませないほうがよい。
委員：どこを重点化すると自己肯定感の向上につながるのか。体験的な学習学
習に取り組んでいる児童は自己肯定感が高まるという研究データがある。体験
的な学習を授業に組み込んでいく必要がある。
学校：３学期に取り組んでいく。
○令和８年度教育課程会議について教務主任より説明した。
委員：次期学習指導要領を見据えてどう計画できるかが大切ではないか。
学校：令和８年度教育課程に反映していく。

令和７年度学校運営協議会に関するアンケートについて教頭より依頼した。
第４回学校運営協議会の開催日について教頭より確認した。【令和８年２月１９
日（木）】
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